
古
絵
図
や
古
地
図
を
広
げ
て
見
る
の
は
楽
し
い
こ

と
で
あ
る
。
古
絵
図
と
の
無
言
の
対
話
を
通
し
て
、

多
く
の
関
心
が
次
々
と
ひ
き
お
こ
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
点
を
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
の
鐸
台
と
し
て
脳
裡
に

展
開
さ
せ
て
く
れ
る
。

古
絵
図
を
含
め
た
古
記
録
に
加
え
て
、
発
掘
調
査

に
ょ
っ
て
検
出
さ
れ
る
遺
構
や
遺
物
は
、
と
り
わ
け

.
強
烈
に
迫
る
も
の
が
あ
り
、
大
地
に
刻
み
つ
け
た
人

間
の
営
み
を
、
ま
の
あ
た
り
に
一
木
し
て
く
れ
る
。

今
出
川
界
隈
の
古
絵
図
や
発
掘
資
料
か
ら
、
ニ
、

三
の
歴
史
上
の
毎
台
を
ひ
き
だ
し
て
、
そ
の
一
部
に

ふ
れ
て
み
ょ
う
。

類
の
も
の
で
あ
る
。

絵
図
の
中
の
「
今
出
川
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ

る
。
現
地
に
即
し
て
、
今
出
川
の
流
路
を
決
定
的
に

示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
流
れ
に
つ
い
て
の

概
略
を
読
み
取
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
現
在
、
今

出
川
と
い
ぇ
ぱ
御
所
の
北
を
東
西
に
走
る
今
出
川
通

り
を
指
す
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
と
き
に
は
地
下
鉄

の
駅
を
指
し
九
り
、
同
志
社
の
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス

の
代
名
詞
と
し
て
さ
え
使
わ
れ
て
い
る
。
今
は
、
決

し
て
「
川
」
の
名
称
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
は
な

し
か
し
、
往
時
に
は
「
川
」
と
し
て
四
季
折
々

)
0

しの
風
情
を
添
え
て
水
を
流
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

中
昔
京
師
地
図
の
付
記
に
は
、
今
出
川
南
流
東
洞

院
因
テ
東
洞
院
ノ
一
条
以
北
日
今
出
川
街
今
為
東
西

街
之
名
其
水
源
自
雲
畠
中
津
川
流
来
右
所
謂
南
流
故

今
出
川
街
東
折
而
南
流
京
極
術
之
中
川
二
条
東
折

入
賀
茂
川
又
二
条
ヨ
リ
以
南
南
流
京
極
街
謂
海
抄
所

謂
至
六
条
流
ル
ハ
近
年
事
也
云
々
と
あ
り
、
中
古
京

師
内
外
地
図
と
と
も
に
南
流
す
る
川
筋
が
描
か
れ
て

い
る
。
今
出
川
は
、
お
よ
そ
野
畑
か
ら
南
へ
流
れ

て
、
上
御
霊
神
社
の
西
を
通
り
、
相
国
寺
を
経
て
東

に
折
れ
、
更
に
南
へ
と
流
れ
て
二
条
で
賀
茂
川
に
合

流
す
る
川
筋
と
し
て
理
解
で
き
る
。
ま
さ
に
今
出
川

は
、
「
川
」
と
し
て
人
々
に
か
か
わ
っ
て
い
九
わ
け

寛
延
三
年
(
一
七
五
0
年
)
に
刊
行
さ
れ
九
皇
州

緒
餘
撰
部
中
古
京
師
内
外
地
図
や
、
宝
暦
三
年
(
一

七
五
三
年
)
の
皇
州
緒
餘
撰
部
中
昔
京
師
地
図
は
、

数
多
い
京
都
に
関
す
る
古
絵
図
の
中
で
も
、
中
世
ま

で
の
状
況
を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
絵
図
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
正
硫
な
測
量
を
基
礎
に

し
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
か
ら
、
絵
図
上

に
記
戴
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
を
、
現
在
の
地
点
に
対

応
さ
せ
て
限
定
し
得
る
も
の
で
は
な
く
、
他
と
比
較

し
て
多
く
の
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
と
い
っ
た

今
出
川
と
今
出
川
街
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隼

、

島

.

家
と
伏
見
宮
家
に
な
る
な
ど
、
公
家
屋
敷
の
配
圍
替

え
も
う
か
か
え
る
。
公
家
町
と
し
て
の
「
今
出
川

街
L
 
は
、
.
秀
吉
に
よ
る
町
割
り
を
基
礎
と
し
な
が

ら
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
更
に
整
備
さ
れ
て
、

公
家
町
と
し
て
定
着
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
公
家

町
と
し
て
の
今
出
川
街
の
公
家
屋
敷
も
、
近
代
に
入

つ
て
次
々
と
姿
を
消
し
、
今
は
本
邦
唯
一
の
公
家
屋

敷
と
し
て
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
「
冷
泉

家
」
を
残
す
の
み
で
あ
る
。

公
家
屋
敷
の
火
災
と
洪
水

同
志
社
の
今
出
川
校
地
は
、
大
学
、
女
子
大
、
女

子
中
高
校
、
幼
稚
園
を
含
め
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

公
家
屋
敷
の
位
櫨
に
相
当
し
て
い
る
。
冷
泉
家
を
狭

ん
で
、
西
側
の
簾
谷
家
、
徳
大
寺
寒
竹
内
家
、
東

側
の
山
科
家
伏
見
宮
家
二
条
家
な
ど
で
あ
る
。

冷
泉
家
を
除
い
て
、
こ
れ
ら
の
公
家
屋
敷
に
つ
い
て

は
す
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
屋
敷
の
一
部
を
対
象
と
し
て

発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
九
。

発
掘
調
査
に
ょ
っ
て
、
多
く
の
遺
構
・
遺
物
が
検

出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
屋
敷
跡
を
通
し
て

共
通
す
る
堆
積
物
に
、
焼
土
層
と
砂
礫
層
が
あ
る
。

焼
士
層
は
、
火
災
後
の
整
地
層
で
あ
り
、
砂
礫
層
は

洪
水
に
よ
っ
て
押
し
流
さ
れ
て
堆
積
し
た
砂
礫
か
ら

」

で
あ
り
、
応
仁
の
大
乱
時
に
は
、
東
軍
の
本
陣
の
脇

を
流
れ
て
、
歴
史
の
鐸
台
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

中
昔
京
師
地
凶
の
付
記
に
み
る
「
今
出
川
街
」
は

江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
公
家
屋
敷
群
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
多
く
の
資
料
で
知
ら
れ

て
い
て
、
寛
永
十
四
年
(
一
七
三
七
年
)
の
洛
中
絵

図
で
は
、
御
国
母
様
下
屋
敷
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
、

後
の
宝
永
五
年
(
一
七
0
八
年
)
の
絵
図
で
は
二
条

成
っ
て
い
る
。
広
範
囲
に
分
布
す
る
焼
土
層
は
、
江

戸
時
代
に
つ
ぃ
て
み
る
と
二
枚
あ
っ
て
、
宝
永
五
年

(
一
七
0
八
年
)
と
、
天
明
八
年
(
一
七
八
八
年
)

の
京
都
大
火
に
合
致
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
火
災
直
後
に
刊
行
さ
れ
た
「
京
都

大
火
之
図
」
を
み
る
ま
で
も
な
く
、
今
出
川
街
の
公

家
屋
敷
は
、
火
の
海
と
化
し
た
は
ず
で
あ
る
。
赤
味

を
も
っ
た
煉
瓦
色
の
焼
土
恩
の
堆
積
は
、
そ
の
広
が

り
と
と
も
に
大
火
の
恐
ろ
し
さ
を
示
し
て
く
れ
る
0

と
き
に
は
、
石
積
み
の
井
戸
の
花
周
岩
さ
え
、
大
き

く
変
色
し
、
建
物
の
礎
石
ま
で
赤
黒
く
変
化
し
た
状

態
で
出
土
す
る
。

火
災
の
恐
ろ
し
さ
と
合
せ
て
、
洪
水
に
も
大
い
に

う
ろ
九
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
二
枚
の
焼
土
眉
の
閻

に
は
、
砂
礫
層
置
く
、
薄
く
、
何
枚
に
も
分
屑
で

き
る
状
態
で
確
認
さ
れ
る
。
日
本
災
異
志
に
収
録
さ

出土した藤谷象の石組側満と礎石群、大学明徳館より望む
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れ
て
い
る
洪
水
の
記
録
の
う
ち
、
十
八
世
紀
の
鴨
川

の
洪
水
を
ひ
ろ
い
上
げ
て
も
か
な
り
の
回
数
に
の
ぽ

る
が
、
特
に
、
正
徳
五
年
(
一
七
一
五
年
)
、
享
保

十
三
年
(
一
七
二
八
年
)
、
元
文
五
年
(
一
七
四
0

年
)
、
寛
保
二
年
(
一
七
四
二
年
)
、
延
享
元
年
(
一

七
四
七
年
)
、
明
和
八
年
(
一
七
七
一
年
)
、
安
永
七

年
(
一
七
七
八
年
)
な
ど
の
洪
水
は
、
多
く
の
災
害

を
も
た
ら
し
て
い
る
。
元
文
五
年
(
一
七
四
0
年
)

の
記
録
を
み
る
と
、
六
月
九
日
京
都
大
風
雨
洪
水
二

テ
三
条
大
橋
破
損
、
四
条
下
宮
町
石
垣
町
東
西
ノ
民

家
ハ
ニ
階
マ
一
プ
満
水
、
二
条
河
原
東
新
地
ハ
水
高
キ

コ
ト
六
尺
・
・
:
・
・
・
・
・
と
あ
り
、
寛
保
二
年
(
一
七
四
二

年
)
の
記
録
に
は
、
京
都
三
条
大
橋
流
レ
墜
チ
堀
川

ノ
石
垣
崩
ル
と
あ
る
。
今
出
川
街
の
公
家
屋
敷
に

も
、
多
く
の
災
害
を
与
え
た
洪
水
は
、
と
き
に
は
、

井
戸
さ
え
埋
め
つ
く
し
て
し
ま
う
程
で
あ
っ
て
、
静

か
に
堆
積
し
て
い
る
出
土
の
砂
礫
層
は
、
無
言
の
う

ち
に
災
害
の
む
ご
た
ら
し
さ
を
示
し
て
い
る
。

火
災
や
洪
水
に
あ
っ
て
も
、
永
々
と
そ
の
位
置
を

変
え
な
い
ま
ま
出
土
す
る
遺
構
も
あ
る
。
土
地
の
境

界
に
か
か
わ
る
構
築
物
で
あ
る
。
精
思
館
地
点
で
検

出
し
た
石
組
み
側
溝
な
ど
は
、
そ
の
好
例
で
あ
り
、

現
在
で
も
な
お
、
無
言
の
主
張
を
秘
め
て
ぃ
る
。
簾

谷
家
の
屋
敷
の
西
側
の
境
界
を
示
す
石
組
み
の
側
溝

で
あ
り
、
十
七
世
紀
の
後
半
か
ら
二
十
世
紀
に
入
っ

て
も
使
わ
れ
て
い
る
。
部
分
的
に
補
修
さ
れ
、
災
害

を
受
け
て
も
い
ち
早
く
生
き
返
っ
た
に
違
い
な
い
。

こ
の
石
組
み
の
側
溝
は
、
そ
の
西
側
を
「
ヤ
リ
辻

子
」
と
し
て
南
北
の
道
が
通
っ
て
い
て
、
北
に
向
へ

ぱ
薩
摩
藩
邸
に
と
り
つ
き
、
南
へ
行
け
ぱ
京
都
御
所

の
乾
門
に
通
じ
る
路
で
あ
る
。
古
絵
図
に
も
し
ぱ
し

ぱ
登
場
す
る
道
で
あ
り
、
幕
末
に
お
い
て
は
歴
史
の

鐸
台
の
一
つ
の
軸
で
も
あ
っ
九
わ
け
で
あ
る
。

廃
棄
さ
れ
た
五
輪
塔
や
、
築
地
屏
の
瓦
、
美
濃
や

伊
万
里
産
の
陶
磁
器
に
加
え
て
、
灯
明
皿
な
ど
を
出

土
し
た
こ
の
側
溝
は
、
昭
和
十
四
年
(
一
九
三
九

年
)
に
、
同
志
社
が
藤
谷
家
か
ら
士
地
を
購
入
し
九

後
で
も
、
そ
の
直
上
を
排
水
溝
と
し
て
使
用
し
て
い

た
も
の
で
あ
る
。
発
掘
調
査
に
ょ
っ
て
確
認
さ
れ
る

歴
史
的
な
変
遷
は
、
多
く
の
こ
と
を
遺
構
・
遺
物
を

通
し
て
我
々
に
語
り
か
け
て
く
れ
る
。
古
絵
図
に
み

ら
れ
る
土
地
利
用
の
移
り
変
り
も
、
古
記
録
に
み
ぇ

る
水
の
流
れ
や
災
害
ま
で
も
、
出
士
資
料
と
の
つ
き

あ
わ
せ
に
ょ
っ
て
、
そ
の
実
体
を
浮
き
彫
り
に
さ
れ

る
わ
け
で
あ
り
、
と
き
ル
は
発
掘
資
料
が
判
断
の
か

な
め
と
な
る
場
合
す
ら
あ
る
。

冷
泉
家
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
に
当
っ

て
、
出
土
し
た
蕨
谷
家
の
石
組
み
側
溝
の
北
端
部

が
、
当
籾
の
冷
泉
家
の
屋
敷
の
北
辺
を
想
定
す
る
上

で
重
要
な
は
た
ら
き
を
し
た
と
い
う
。
大
正
六
年

(
一
九
一
七
年
)
市
電
の
開
通
に
ょ
っ
て
、
北
側
へ

後
退
し
た
現
在
の
屋
敷
で
は
な
く
、
公
家
屋
敷
の
当

籾
の
地
割
り
を
知
る
上
で
、
隣
接
し
た
精
思
館
地
点

の
出
士
資
料
が
無
言
の
主
張
を
し
九
こ
と
に
な
る
。

(
同
志
社
大
学
校
地
学
術
調
査
委
員
会
調
査
主
任
)

精思館地点で出土し九五輪塔ほか
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